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潰瘍性大腸炎治療においては、最終的に手術に移行する難治例が少なくないが、その手術を回

避すべく、免疫調節剤や血球成分除去療法の応用拡大さらには生物学的製剤、抗菌薬療法、プ

ロバイオティクス療法の登場など、さまざまな内科治療が開発されてきている。本ワークッショプで

は、新たに開発された内科治療を中心に、従来の治療法の工夫も含めて、1 年以上の長期予後、

手術率などを発表していただき、内科治療の進展と限界を明らかにしたい。内科のみならず外科を

含め多くの発表が寄せられることを期待する。 


